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〈特集〉HOT MESSAGE

効率化と質の向上を目指して頑張ります
皆さまへ新年のご挨拶

HOT SERVICE

HOT SERVICE

HOT PRESS 常備救護班要員中級研修会
実働演習を通して、救護班活動を体得する。

登録医のご紹介
INFORMATION ニュース＆スケジュール

●第12回市民公開講座
　「がんフォーラム」
●認定看護師コラム　●健康豆知識

●表紙について

各 科 別 外 来 担 当 医 の お 知 ら せ 平成30年1月1日現在

診療受付時間

診療開始時間 

休診日

初診/午前8時30分～午前11時00分　再診/午前8時00分～午前11時00分

午前8時45分～

※再来受付機による受付は午前8時00分より行っています。
※禁煙外来をご希望の方は、２階健診センターへご相談下さい。ご案内

紹介状をお持ちの方は、病診連携室をとおして診療予約をしてください。予約をせずに来院されますと、対応できない場合があります。
また対応可能な場合でも、待ち時間がかなり発生しますので、事前に診療予約をお願いします。
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土、日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）　日本赤十字社創立記念日（5月1日）
※学会出張等により、代診または休診する場合がありますのでご了承下さい。
※セカンドオピニオン外来を希望される方は医療相談室へご連絡ください。
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内科 神経

呼吸器

消化器

循環器

血液

外科一般
呼吸器
消化器

緩和ケア

ﾘｳﾏﾁ・膠原病

糖尿病
・内分泌

乳腺
・内分泌

新患は水・金
AM の予約のみ

（紹介状必要）

　 ―　　　　
　 木下　郁夫

PM　　　濵崎　真二
　 福田　正明
　 橋口　浩二
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 大畑　一幸
　 川崎　寛子
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 芦澤　直人
　 ―　　　　
　 岡田／鈴木
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 森　　芙美
　 笹村明香里
　 ―　　　　
　 城　　達郎
　 ―　　　　

精神科　（長大）　　
三宅　　通／木下　裕久

　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 中﨑　隆行
　 柴田健一郎
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 飯岡　　隆
　 滝田　裕之
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 宿輪　哲生
　 清原　龍士
　 浅井　昭宏
　 山崎　安人
　 鶴﨑　俊文
　 鮫島　哲郎
　 ―　　　　
　 栗原　潤子
　 米田　　愛
　 黒部　彩那
　 隈上　秀高
　 池永　まり
　 ―　　　　

要予約　林　　靖之

　 ―　　　　
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　 ―　　　　
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　 重野　賢也
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　 雨森健太郎
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　 堀尾　謙介
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PM　　　木下　郁夫
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新年のご挨拶｜ H O T  M E S S A G E

平野 明喜 院長
　新年明けましておめでとうございます。
　今年はいよいよ待望の新病院が完成し、５月の病院移転が間近になってまいりまし
た。患者さんのプライバシー保護と良好な療養環境確保のために、全体の病床は１割削
減されますが、病棟部分の面積は現在の１．５倍と広くなります。個室が増えるだけでな
く、大部屋でもほとんど全てのベッドには窓が確保され、自然光が患者さんの癒しになる
のではないかと思います。
　今年は診療報酬と介護の同時改定が予定されており、国の厳しい財政を反映して医
療費抑制が予想されています。同時に医療者の働き方改革も進められており、これまで
のように医療者の使命感で支えられてきた日本の医療は時代に即して何らかの見直し
を求められています。働き方改革遵守のためには本来多くの医療資源投入が必要であ
るにも拘わらず、医療費は抑制されようとしており、病院にとっては大変厳しい要求のよ
うにも思えますが、文句を言っても始まりません。建物だけでなく中身もより新しい病院に
となるために、職員皆さんでアイディアを出し合い、あらゆる業務について見直しを行
い、効率化と質の向上を目指して一緒に頑張りたいと思います。

谷口 英樹 副院長
　皆様、新年明けましておめでとうございます。
　毎年本誌新年号に病院新築の計画について書かせて頂いておりますが、現在外枠の
工事はほぼ終了し、外壁、内装の仕上げが順調に進んでおります。本年3月末日をもって
完成した新病院の引き渡しを受け、その後順次機器や物品の搬送を行い、5月2日に患
者さんの引っ越しを行う予定です。その後現病院の解体を行い、跡地に日赤長崎県支
部や当院の管理棟などの建設を行って、グランドオープンまで約2年強となります。この
間近隣住民の皆様や地域の診療所の皆様には、騒音や通院の利便性の点などで多大
のご迷惑をおかけすることを重ねてお詫びいたします。また、現病院の老朽化は著しく、
常時どこかで水漏れや設備の不具合が起こっており入院、外来患者さんにはご迷惑を
おかけしております。この場を借りてお詫びしたいと思いますが、これもあと少しの辛抱と
思ってご容赦ください。まもなく白亜の帆船をイメージした新病院が姿を現します。
　さて、昨年始めた登録医制度も順調にご登録いただき、12月中旬時点で136施設、
180名となりました。訪問看護ステーション設置も秒読み段階となっております。
　これからも地域包括ケアシステムの中核病院として地域医療の発展に貢献する所存
です。
　今後職員一同、さらに前を向き、地域の皆様に愛される病院を作り上げるべく頑張り
ます。
　本年もよろしくお願いいたします。

（胸部・乳腺・内分泌外科部長）

木下 郁夫 副院長
　新年あけましておめでとうございます。
　2017年4月より上田前副院長の後任で内科系副院長を拝命しました。
　当院には20年以上勤務していますが仕事内容が大幅に変わり、慣れない業務を周囲
に支えながら遂行している毎日です。今年の話題は何と言っても新病院の開設ですが、
この件については他の幹部から話があるものと思います。私の感慨深いものとしては研
修医確保活動があります。
　当院は学生に人気があると言われながら基幹型研修医の数は、新専門医制度が始
まった当初を除いて長く低迷していました。今年は久しぶりにフルマッチして、5名の管理
型研修医が4月から来てくれます。昨年の基幹型研修医や協力型研修医を含めると20
名を超えるものと思われます。これは単に「新病院効果」だけでなく、以前より私に協力し
て研修医獲得に奔走してくれた同僚の努力の結集と信じています。新病院は開設します
が、最終的なグランドオープンまであと2年かかります。今後も健全で安定した病院経営
に向けて努力しますのでよろしくお願い致します。

（神経内科部長・リウマチ・膠原病内科部長）

中村 清美 看護部長
　皆様におかれましては、輝かしい新年を迎えられたことと、お慶び申し上げます。
　いよいよ新本館の完成、お引っ越しが間近となりました。纏っている大幕が取り払わ
れ、新本館の全貌がお目見えするのを心待ちにしております。職員の要望に応えるべく、
休日、夜も徹して建設に全力を注いで下さっている工事スタッフの方々に感謝を申し上
げます。
　さて、大詰めを迎えた2018年度の診療・介護報酬のダブル改定は2025年に向けて
地域包括ケアシステムの深化・推進、介護保険制度の持続可能性の確保に向け、医療
と介護の連携を促す様々な施策が打ち出されています。
　一方、当院の新病院グランドオープン時の病床は地域医療構想を踏まえ、315床の
予定です。工事の工程上、新別館完成迄の2年間は297床（緩和ケア病棟18休床）で
運用することになります。被爆者医療はもとより、紹介率・逆紹介率を上げ、地域医療連
携を推進し、地域に根差した病院として役割を発揮して参ります。また、地域包括ケアシ
ステムは“誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることがで
きるように”と推進されています。安心できる在宅での療養環境を提供すべく拘束体制
等、機能を拡大して参りました訪問看護ですが、今年4月に『訪問看護ステーション』とし
て開設の予定です。在宅医のご理解とご協力を頂きながら、地域包括ケア病棟や今後、
開設する緩和ケア病棟とも連動して、在宅に繋がる急性期医療・看護に職員一丸となっ
て取組んで参ります。
　地域の皆様、職員の皆様、今年もどうぞ、宜しくお願い申し上げます。

立石 一弘 事務部長
　新年明けましておめでとうございます。
　一昨年の11月に建設に着手した新病院の本館も、いよいよ本年３月完成、５月からは
新しい病院での診療がスタートする運びとなります。平成２４年９月の基本構想策定以
来、これまで新病院の建設に向け病院全体として取り組んでまいりましたが、今春には、
外観が帆船の帆の白を基調とした15階建ての建物が、皆様の目に留まる日が到来する
につき、感慨もひとしおの思いであり、このうえない喜びと存じます。これもひとえに職員
はもとより、関係機関、工事関係者、地域の皆様など多くの方々の力を頂けたればこそ
と、心から感謝申し上げます。
　折りしも、病院運営を取り巻く環境も、地域医療構想への対応、6年ぶりに介護保険と
の同時改定となる次期診療報酬改定の動き、地域包括ケアシステム構築との関連等、
大きな変革期を迎えようとしております。この変革の時期を乗り切るには、職員一丸とな
り、新しい病院と共に着実に前へ進んでいくことが何よりも大切であると思います。
　これからも、地域の皆様方により信頼され、より安心を提供できる病院を目指し、改め
て職員一同気持ちを一つにして、新病院の運営に取り組みたいと存じます。
　年頭にあたり、私自身も新しい病院同様、気持ちを新たにし、全力を傾注してまいりた
いと決意するところでございます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

旧年中は格別のご高配にあずかり
厚く御礼申し上げます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年明けまして
おめでとうございます。
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（胸部・乳腺・内分泌外科部長）
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中村 清美 看護部長
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げます。
　さて、大詰めを迎えた2018年度の診療・介護報酬のダブル改定は2025年に向けて
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　年頭にあたり、私自身も新しい病院同様、気持ちを新たにし、全力を傾注してまいりた
いと決意するところでございます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

旧年中は格別のご高配にあずかり
厚く御礼申し上げます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年明けまして
おめでとうございます。
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医 療 の 現 場 ｜ H O T  P R E S S

実働演習を通して、
救護班活動を体得する。

常備救護班要員中級研修会

■ 特 集

11月25日（土）・26日（日）に常備救護班要員中級研修会を開催しました。当院から参加した26名の職員（医師・
看護師・薬剤師・検査技師・理学療法士・事務職員）はすでに基礎研修会で基本的な知識・技術を学んでいま
す。中級研修は「想定した災害状況をイメージしながら、実働演習等を通じて救護員間のコミュニケーションを図
り、情報収集・伝達能力の向上と救護班としての的確な業務の知識と技術の習得」という目的で実施しました。

1 基礎研修復習

赤十字が行う災害救護活動の概要、情報収集の考え方・通信手段など、常備救護班要員基礎研修内
容を振り返りました。

5 原子力災害時の救護活動

東日本大震災以降、日本赤十字社は原子力災害に対し、原子力災害対応基礎研修会開催や放射線防
護資機材配備など様々なことに取り組んでいます。講義では、赤十字救護班の活動範囲は警戒区域外
であること、活動中の被ばく線量基準、「日赤緊急被ばくアドバイザー」の存在などを学びました。放射性
物質の汚染を意識して行った放射線防護服の着用・脱衣演習は貴重な経験です。

6 机上演習

発災から派遣、救護活動（救護所レイアウト・傷病者管理）、終了・撤退、帰還まで一連の流れをカードや
シートなどを使用して実際をイメージしながらグループで検討しました。途中様々な課題が出され、講師
やスタッフの支援を受けながら活発に意見を出し合いました。

7 実働演習

想定した災害状況を付与し、救護班役は役割分担や受け入れ準備などを行い、優先順位を考え治療や
後方搬送手配などを行いました。演習の振り返りを行った後、救護班役と傷病者役を入れ替え2回目の
演習を行いました。集まったメンバーが役割分担して、いかに限られた資源を活用し救護活動を行うか、
実際に体験しなければわからないこともたくさんありました。傷病者役の経験を通じて救護される側から
見た救護班の対応を学ぶ機会にもなりました。

3 一次・二次トリアージ、トリアージタッグ取扱い復習

中級研修では、医療知識が必要な二次トリアージを実施できることを目標に演習しました。

2 防災気象情報の活用

長崎地方気象台の防災管理官を講師に招き「気象情報の上手な使い方」というテーマで講義を受けま
した。気象庁ホームページ内にある統計情報や特別警報発令時の対応などの説明を受け、被災地での
救護活動の判断材料、かつ、被災者や救護班を二次災害から守るための重要な気象情報の収集と活
用方法を学びました。

4 情報クロノロジー

災害時に関係者が共有できるように、情報を時系列に記載することを通称「クロノロ」と言います。
通信内容や飛び込んでくる情報の記載を行い、重要な情報を漏れなくわかりやすく記載するためには、
トレーニングが必要だと実感しました。

『すべては被災者のために』
今後も、当院は赤十字の使命のもと、災害発生時に活動できるよう日頃から備えてまいります。

放射線防護服の着用・
脱衣演習

クロノロ演習 机上演習

実働演習の様子②実働演習の様子① 実働演習の様子③

※実働演習：雨天のため病院ロビーで実施

みんなで
意見を出し合い
検討中
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日本赤十字社長崎原爆病院　
第12回市民公開講座
｢がんフォーラム｣

【ホッと、サービス】

当院では毎年、市民の方を対象に市民公開講座｢がんフォーラム｣を
開催しております。
がんを乗り越えた方の生き方を聞き、がんの予防や検診の必要性と
最新の治療情報をわかりやすく説明しながらがんのことを
広く知っていただくことを目的としております。
今年も下記のとおり開催いたしますのでご参加をお待ちしております。

日時

場所

平成30年2月２4日
13時～16時10分（12時開場）

長崎ブリックホール3F国際会議場・ラウンジ
（長崎市茂里町2 ‒ 38）

○内　　容　基調講演：生稲晃子氏　『5度の手術と乳房再建1800日』　
　　　　　　講　　演：当院循環器内科部長 芦澤直人
　　　　　　　　　　　　　　　　　『血圧の話－多い質問にお答えします』
　　　　　　　　　　　当院内視鏡診療部長　楠本浩一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　『胃がん－早期発見・早期治療』
　　　　　　ミニコンサート：ハンドベルチーム「あじさい」の皆さん
　　　　　　ラウンジ展示コーナー：
　　　　　　　　　　　「長崎市包括ケアまちんなかラウンジ」の紹介と医療介護相談
　　　　　　　　　　　NPO法人「ピンクリボンながさき」の展示と相談
　　　　　　　　　　　「ふれあいサロン（がんサロン）」の紹介

○参加人数　　　500名程度

土

【お問い合わせ先】 日本赤十字社長崎原爆病院　診療情報課　高比良　TEL.095-847-0911

参加費
無料
※事前申込不要

認定看護師コラム【ホッと、サービス】

がん化学療法を
安全に安心して受けられるよう
お手伝いします

【がん化学療法について】

山崎　愛
がん化学療法看護認定看護師

　がんの治療では手術・薬物療法（化学療法）・放射
線治療が三大治療とされます。
　そのうち抗がん剤を使用するがん化学療法は「心
身ともにつらい治療」というイメージがないでしょう
か？
　近年、医学の進歩により次々と新しい抗がん剤や
治療法が登場しており、第4の治療とも呼ばれる、免
疫療法の一種である「免疫チェックポイント阻害剤」
が保険適応になるなど、治療の選択肢が広がってい
ます。同様にこれまでの化学療法でも副作用を緩和
する対策は進歩していますが、免疫療法は従来の化
学療法に比べて副作用が少ないと報告されていま
す。しかし、これまでの薬と異なる作用をすることから、
副作用がいつ生じるか予測がつかないため注意が
必要です。
　がん化学療法看護認定看護師は、患者さんやご

家族が安心して、安全に、確実な治療を受けながら
日常生活を送ることができるよう支え、適切な点滴
管理を行うことを大きな役割としています。がん化学
療法が選択肢となった時から、患者さんやご家族が
納得して治療を受けられるよう分かりやすい説明を
心掛け、不安な気持ちを支えるとともに、副作用によ
る苦痛が最小限となるよう、医師や薬剤師など多職
種の医療スタッフと協力しながらサポートしています。
　当院にはがん化学療法看護認定看護師は2名在
籍し、1名は外来勤務、私は現在内科病棟に勤務し
ています。医学の進歩により治療の場は入院から通
院へと移行していますが、病棟と外来で連携をとりな
がらサポートしていきたいと思いますので、お困りに
なっていることなどあれば、お気軽にご相談ください。

足の血圧を測ってみよう
　　　　～検査でわかる動脈硬化症～

健康　　豆知識ほっと

　動脈硬化症は自分で気づくことが難しく簡単に考え放置し
がちです。しかし、進行すると心臓に大きな負担がかかるため、
高血圧、心不全などの心疾患につながってしまいます。
また血管が狭くなったり詰まったりすることで心筋梗塞、狭
心症、脳梗塞、下肢閉塞性動脈硬化症などを引き起こして
しまいます。
　動脈硬化症は「ABI検査（足関節 /上腕血圧比検査）」で
簡単に調べることができます。
　ベッドに横になって両腕と両足首に血圧測定用のカフ（血
圧計で腕に巻くバンド）を巻き、心電図の電極を腕に、心
音図のマイクロフォンを胸に付けます。検査時間は5分程度
で痛みもありません。

　この検査では動脈硬化の程度や詰まり、血管年齢が分
かります。足の血圧は腕の血圧とほぼ同じかやや高いのが
正常です。足の動脈が狭窄または閉塞していると足の血圧
は低下してしまいます。
　ABI検査は「健康保険適応」で受けることができます。
また人間ドックのオプションとしても受けられます。（「足の血
圧」は家庭用の血圧計では測定できません。必ず医療機
関で測定して下さい。）
　足の痛みとして症状が現れる足の動脈硬化が起きている
人の7割は、脳や心臓でも動脈硬化が起きていると言われ
ています。動脈硬化がどの程度進行しているか、自分の血
管の状態を知る為にABI検査を受けてみましょう。
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日本赤十字社長崎原爆病院　
第12回市民公開講座
｢がんフォーラム｣

【ホッと、サービス】

当院では毎年、市民の方を対象に市民公開講座｢がんフォーラム｣を
開催しております。
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日時

場所

平成30年2月２4日
13時～16時10分（12時開場）

長崎ブリックホール3F国際会議場・ラウンジ
（長崎市茂里町2 ‒ 38）

○内　　容　基調講演：生稲晃子氏　『5度の手術と乳房再建1800日』　
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○参加人数　　　500名程度

土

【お問い合わせ先】 日本赤十字社長崎原爆病院　診療情報課　高比良　TEL.095-847-0911
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無料
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登録医のご紹介｜ H O T  S E R V I C E

※ご申請をいただいた順に掲載依頼をさせていただきますので、ご了承ください。

登録医とは患者さんの病状にあった医療を切れ目なく行うため、当院と医療連携をしている
地域の診療所の先生方のことです。

●院長／赤司 文廣
●当院のご紹介
　内科全般の患者さんを診療します。
　胃や大腸の内視鏡を行います。

赤司内科消化器科医院

●院長／小串 亮三
●当院のご紹介
　当院は内科医と眼科医の二人体制で診療を行っています。
　患者様を中心にして、ご家族と連携をとりながら、地域に根づいた質の高い  
　地域医療を目指しています。

おぐし内科・眼科

●院長／川原 健治郎
●当院のご紹介
　正確な診断と誠意のある治療をモットーに、信頼される医院を目指しています。
　病気に関することは、何でも遠慮なくご相談ください。
　最新の信頼できる知見に基づいて判りやすくお話しするよう心がけています。

川原内科クリニック

●院長／品川 達夫
●当院のご紹介

前職は日赤長崎原爆病院循環器科部長です。クリニックでは患者さんの身近
に感じる「かかりつけ医」をモットーに、内科・循環器内科および在宅訪問診療
を地域の病院・医療施設と連携して行っています。病院とクリニックを結ぶ「あ
じさいネット」に参加しています。

しながわ内科クリニック

●院長／鶴田 雅子
●当院のご紹介

１）地域のかかりつけ医として診療します。なんでもお気軽に御相談ください。在宅医療に
も対応可能です。

２）内科を総合的に診療しますが、特に内分泌、消化器・肝臓内科は専門的な診療が可
能です。

３）長崎原爆病院との連携は極めてスムーズです。 

つるた医院

●院長／宮崎 正信
●当院のご紹介
　◎腎臓病と糖尿病の専門医
　　腎炎、糖尿病による腎臓病、腎不全などの専門医です。
　◎内科一般

かかりつけ医として総合内科専門医の立場から、一般の循環器疾患、消化器疾
患、認知症などの診察に当たっております。

宮崎内科医院
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町
↓
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道路は一方通行です

愛宕郵便局

ローソン
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白鳥郵便局
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宮崎内科医院
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長崎原爆病院で開催した行事やイベントをご紹介します。

2017年10月25日（水）
韓国医師団　訪問（NASHIM）

2018.

1 2018年1月4日（木）
仕事初め式

2018年1月24日（水）
韓国医師団　訪問（NASHIM）

2018年2月24日（土）
市民公開講座　がんフォーラム
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2

2018.
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Pick UP+プラスPick UP+プラス

2017年11月７日（火）
追悼式

Pick UP+プラスPick UP+プラス

2017年11月22日（水）
地域医療連携学術講演会を開催いたしました
地域の病院・診療所の医療従事者の方を対象に、
当院の情報発信とともに交流を深めさせていただ
く場として、地域医療連携学術講演会を開催し、
多くの方に来場していただきました。
今回は谷口副院長より当院の新病院建設につい
て、藤田内分泌・代謝内科部長より地域で行う糖
尿病管理について講演後、神経内科（濵崎神経内
科治療部長）、整形外科（橋川整形外科部長、飯
岡関節外科部長）、皮膚科（宿輪皮膚科部長）、放
射線科（林放射線治療科部長）が各診療科につい
て紹介しました。今後も良質な医療を提供するた
めの関係づくりに尽力してまいります。

Pick UP

Pick UP

医学の発展に貢献を頂きました御霊をお迎えし、11月7日に追悼式を行わせていただきました。病理学ならびに医
学研究の発展に対し、ご理解をいただきました皆様に、改めて感謝を申し上げます。

2017年12月10日（日）~11日（月）
日赤八県支部合同災害救護訓練

2017年12月22日（金）
クリスマス院内コンサート　

2017年12月28日（木）
仕事納め式

2017年11月7日（火）
追悼式

2017年11月22日（水）
地域医療連携学術講演会

2017年11月25日（土）~26日（日）
常備救護班要員中級研修会

2018年2月1日（木）
　　　　　　　～6日（火）
韓国・ブラジル医師合同受入研修

（NASHIM）

長崎原爆病院
【理念】

赤十字の使命のもとに、地域並びに被爆者の皆様へ良質な医療を提供します

【病院の基本方針】
① 高度で良質な医療を目指し診療の専門性を高めます
② 被爆者の健康管理と診療の充実に努めます
③ がん診療の拠点病院として医療の充実に努めます
④ 医療連携を促進し、救急医療をはじめ地域医療に取り組みます
⑤ 赤十字及び行政と連携して災害時の医療救護活動を行います
⑥ 教育実習病院として医療従事者の教育に努めます

【患者さんの権利】
① 個人の尊厳が尊重される権利があります
② 良質の医療を公平に受ける権利があります
③ 診療・治療に関する説明を受ける権利があります
④ 診療・治療行為を選択し決定する権利があります
⑤ 個人情報がまもられる権利があります

“ほっとクロス”とは、ホッと安心したり、ホットな気持ちになったり、
みなさまと情報を「クロス」し共有していく季刊発行の院内情報誌
です。院内の広報委員のスタッフ皆で毎回ホットな特集を組み、お
役に立てる情報を掲載すべく病院各部署のスタッフそれぞれから
原稿を集め誌面を制作しています。

編集後記 事務部長
立石一弘

現在の病院での発刊も本号が最後となりました。新
病院になりましてもこれまで同様“ホット”な旬の情
報を提供してまいります。スタッフ一同この一年よろ
しくお願い申し上げます。
新病院の情報については、次号から逐次皆様方にお
伝えする予定です。お楽しみに!!

現在の病院での最後の広報誌となりました。

■1階受付（1階）
ここでは院内コンサートも行われてきました。

いよいよ次号から新病院開院後の発行となり、現在の病院では今回が最後。
そこで、今回の表紙は現病院の様々な場所の写真を集めてみました。
いかがでしたか？印象に残っている場所などありましたでしょうか？
現病院は旧病院（片淵町）から現在の場所（茂里町）に移転し、昭和57年12月14日より外来診療を開始しました。
それから約35年間多くの方に支えられてきました現病院も新病院開院が今年5月となり、残り約4か月となりました。

■救急センター（１階）

H29.7.31に行われたサマーコンサートの様子

■2階外来（2階）
職員の講習会・研修会の会場としても使用されてきました。

■中央採血室（2階） ■内視鏡室（2階）

■健診センター（2階） ■手術場入口（3階） ■屋上遊歩道

■陶版画（2階）
画題や製作者をご存知でしたか？

｜1 00 9
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情報をクロス！

2018

日 本 赤 十 字 社  長 崎 原 爆 病 院 広 報 誌

〈特集〉HOT MESSAGE

効率化と質の向上を目指して頑張ります
皆さまへ新年のご挨拶

HOT SERVICE

HOT SERVICE

HOT PRESS 常備救護班要員中級研修会
実働演習を通して、救護班活動を体得する。

登録医のご紹介
INFORMATION ニュース＆スケジュール

●第12回市民公開講座
　「がんフォーラム」
●認定看護師コラム　●健康豆知識

●表紙について

各 科 別 外 来 担 当 医 の お 知 ら せ 平成30年1月1日現在

診療受付時間

診療開始時間 

休診日

初診/午前8時30分～午前11時00分　再診/午前8時00分～午前11時00分

午前8時45分～

※再来受付機による受付は午前8時00分より行っています。
※禁煙外来をご希望の方は、２階健診センターへご相談下さい。ご案内

紹介状をお持ちの方は、病診連携室をとおして診療予約をしてください。予約をせずに来院されますと、対応できない場合があります。
また対応可能な場合でも、待ち時間がかなり発生しますので、事前に診療予約をお願いします。
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弘
　

土、日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）　日本赤十字社創立記念日（5月1日）
※学会出張等により、代診または休診する場合がありますのでご了承下さい。
※セカンドオピニオン外来を希望される方は医療相談室へご連絡ください。
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ハートセンター
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梁川橋 竹岩橋
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浦上川

大学病院前電停
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駐車場あり（有料）

浦上駅前電停
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橋
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橋長崎原爆病院

〒852-8511 長崎市茂里町3-15
（代　表）TEL.095-847-1511  ＦＡＸ.095-847-8036
（病診連携室）TEL.0120-845-261  ＦＡＸ.0120-845-262
http://www.nagasaki-med.jrc.or.jp/ 長崎原爆病院 検索検索
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内科 神経

呼吸器

消化器

循環器

血液

外科一般
呼吸器
消化器

緩和ケア

ﾘｳﾏﾁ・膠原病

糖尿病
・内分泌

乳腺
・内分泌

新患は水・金
AM の予約のみ

（紹介状必要）

　 ―　　　　
　 木下　郁夫

PM　　　濵崎　真二
　 福田　正明
　 橋口　浩二
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 大畑　一幸
　 川崎　寛子
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 芦澤　直人
　 ―　　　　
　 岡田／鈴木
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 森　　芙美
　 笹村明香里
　 ―　　　　
　 城　　達郎
　 ―　　　　

精神科　（長大）　　
三宅　　通／木下　裕久

　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 中﨑　隆行
　 柴田健一郎
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 飯岡　　隆
　 滝田　裕之
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 宿輪　哲生
　 清原　龍士
　 浅井　昭宏
　 山崎　安人
　 鶴﨑　俊文
　 鮫島　哲郎
　 ―　　　　
　 栗原　潤子
　 米田　　愛
　 黒部　彩那
　 隈上　秀高
　 池永　まり
　 ―　　　　

要予約　林　　靖之

　 ―　　　　
　 木下　郁夫
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 橋口　浩二
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 竹下　茂之
　 重野　賢也
　 ―　　　　
　 吉田　尚広
　 雨森健太郎
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 鈴木　貴久

要予約　川上純（長大）
　 ―　　　　
　 笹村明香里
　 ―　　　　
　 城　　達郎
　 堀尾　謙介
　 ―　　　　

頭痛外来　　　　　
PM　　　木下　郁夫

　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 柴田　良仁
　 田中彩（長大）
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 黒木　一央
　 橋川　　健
　 杉原　祐介
　 ―　　　　

要予約　平野　明喜
　 宿輪　哲生
　 清原　龍士
　 山崎　安人
　 ―　　　　
　 浅井　昭宏
　 鮫島　哲郎
　 脇山はるみ
　 栗原　潤子
　 米田　　愛
　 黒部　彩那
　 隈上　秀高
　 池永　まり

AM 要予約　後藤　慎一
要予約　林　　靖之

木下　郁夫
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 橋口／原　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 楠本浩一郎
　 荒木　智徳
　 雨森健太郎
　 芦澤　直人
　 吉田　尚広
　 ―　　　　
　 岡田　覚丈
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 藤田　成裕
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 城　　達郎
　 田口　　潤

　 　
　 　

　 ―　　　　
　 谷口　英樹
　 柴田　良仁
　 谷口　英樹
　 柴田健一郎
　 松丸一朗（長大）
　 滝田　裕之
　 飯岡　　隆
　 杉原　祐介
　 黒木　一央
　 ―　　　　
　 宿輪　哲生
　 清原　龍士
　 鶴﨑　俊文
　 浅井　昭宏
　 山崎　安人
　 鮫島　哲郎
　 脇山はるみ
　 栗原　潤子
　 米田　　愛
　 黒部　彩那
　 隈上　秀高
　 池永　まり
　 ―　　　　

要予約　林　　靖之

―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 福田　正明
　 北崎　　健
　 原　　敦子
　 ―　　　　
　 竹下　茂之
　 ―　　　　
　 芦澤　直人
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 岡田　覚丈
　 鈴木　貴久
　 森　　芙美
　 （PM）上田　康雄
　 （AM）藤田　成裕
　 堀尾／田口
　 ―　　　　
　 ―　　　　

てんかん　1.3.5 週  
PM　　　馬場　啓至
AM　　　橋本慎太郎

　 佐野　　功
　 中﨑　隆行
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　 ―　　　　
　 ―　　　　
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　 ―　　　　
　 ―　　　　

要予約　平野　明喜
　 宿輪　哲生
　 清原　龍士
　 山崎　安人
　 ―　　　　
　 鶴﨑　俊文
　 鮫島　哲郎
　 ―　　　　
　 栗原　潤子
　 米田　　愛
　 黒部　彩那
　 隈上　秀高
　 池永　まり
　 ―　　　　

要予約　林　　靖之

濵崎　真二
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 北崎　　健
　 福田　正明
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 重野　賢也
　 大畑　一幸
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 芦澤　直人
　 雨森健太郎
　 ―　　　　

PM　　　岡田　覚丈
　 ―　　　　
　 藤田　成裕
　 森　　芙美
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 堀尾　謙介
　 ―　　　　

　 　
　 　

　 ―　　　　
　 佐野　　功
　 中﨑　隆行
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 ―　　　　
　 杉原　祐介
　 橋川　　健
　 飯岡　　隆
　 黒木　一央
　 ―　　　　
　 宿輪　哲生
　 清原　龍士
　 鶴﨑　俊文
　 ―　　　　
　 浅井　昭宏
　 鮫島　哲郎
　 脇山はるみ
　 栗原　潤子
　 米田　　愛
　 黒部　彩那
　 隈上　秀高
　 池永　まり
　 ―　　　　

要予約　林　　靖之

専門外来（要予約）

外科

心臓血管外科

放射線治療科

整形外科

形成外科
皮膚科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

麻酔科

診療科 月 火 水 木 金
新 患
再 診
再 診
新 患
再 診
再 診
再 診
新 患
再 診
再 診
新 患
再 診
再 診
新 患
再 診
再 診
新 患
再 診
再 診
新 患
再 診
再 診

新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 患
再 診
再 診
再 診

新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 患

新 ・ 再
再 診

新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再
新 ・ 再

婦人科


